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スクール長からのメッセージ

隔月で素敵なメンバーズプレスをお届けします。

今月は 4つのステージで動きます。

＊メビウスリポート この人に会いたい

＊メビウスリポート メビウスが行ってきました

＊教えてメビウス

社会に名を成した会社には、必ずトップの優れた補佐役がいるものである。その補佐役がい
なければ、その組織の事業は今日の繁栄を見ることはできなかったのではないかと言われる。
地方における教育にその名をとどろかす開倫塾。鷹揚で芯が強く、おそるべき熱量。事務局
長高尾初江さんはまさにその人であった。

『大谷石美術館』『田川啓二美術館』『藤城清治美術館』
人間とはなんという知力と熱量を持ったものであることか。その力が結集し昇華した時、観る
人に感動を与えられる作品として世に生み出される。今回訪れた栃木県の美術館ではただ首を
垂れ、それに浸るのみであった。

美容室を複数店舗もつオーナー様からの質問にお答えします ―― 小野訓啓氏
あの心地よさと新しい自分の発見。あのお店にまた行きたい。こんな店づくりとは。

「時は人を得る」というが、2025年の今年は昭和100年。この時に第104代内閣総理大臣とし
て、日本に初めての女性総理総裁高市早苗（64歳）が誕生した。75.4％は歴代トップクラス
の支持率である。就任早々APEC首脳会談、米トランプ大統領、中国習近平主席との会談。
世界の大物政治家と鮮やかでスマートな外交交渉をこなし、世界にデビューした。
所信表明演説では、国民のもつ生活への不安を期待・希望に変える強い経済をつくる、そし
て豊かな美しい国として世界の真ん中で咲き誇る日本を取り戻すとした。絶対に諦めない、
強いメッセージを鮮烈に放ち株価は成長を先取りして51,000円の大台に乗り、久々に日本に
希望の光を放った。内閣の継続と安定を祈念するのみである。

スクール長 浅沼公子

＊メビウス会員からのお知らせ

岡本香代子さん（サンダースペリー化粧品サンダーススマイル） 「現代ガレ・アートコレクション展」ご案内

メビウス通信



高尾さんが開倫塾へ転職したのは、小学校の教
諭を退職し、3人の子育てがひと段落した42歳の
頃でした。最初の約1年はパートタイムの講師と
して小・中学生を教えていましたが、やがて会社
から経営に関わる全く異なる役割を期待されるこ
とになります。それから約30年余り、組織全体の
仕組みづくりを担う経営に関する仕事に終始して
きました。

数々の資格取得への挑戦

その後、引退されるまでの高尾さんの仕事は、
新しい分野の開拓と資格試験への挑戦でした。心

理カウンセラーから始まり、日本経営品質協議会
の審査員資格まで、取得した資格は驚くほど幅広
いものでした。

ご本人にとって特に印象深いのは、白鴎大学で
のＭＢＡコースの学びと言います。経営学や企業
論、さらに宇都宮大学MOTコースで経営工学など
を本格的に学ぶため、夜間のコースに通い続けま
した。これらは、その後の自分にとっても有益
だったと言います。

早稲田大学での心理カウンセラー認定取得は、
子どもたちの心のサポートや、社内でカウンセリ
ングを行う人員配置の計画から、まずは高尾さん
が専門的な知識とスキルを身につけました。講座
の初日に講師から投げかけられた「自分のストレ
スをどう解消していますか」という質問に、スト

レスを抱えた人がストレスについて語ることの矛
盾に気づかされ、自己管理の重要性を深く理解し
たと言います。

高尾さんが学んだ知識やスキルは、社内の研修
プログラムの開発や人材育成システムの構築に直
接活用され、会社組織の新たな分野への取り組み

のみならず、400人余りを超える社員全体の底上
げにつながっていきました。

組織改革のリーダーシップ

社内での高尾さんの役割は、教育現場から経営
の中枢へと大きく変化していきました。新しい取
り組みを推進する際、反発や抵抗があることは避
けられません。高尾さんは常に「一緒にやる」

ことを心がけながら、自身より長い勤務歴をもつ
社員や年上の同僚たちとの関係構築を図りました。
新分野への企画運営から研修プログラムの実施

まで、すべての業務において協働を重視し、一人

ひとりの社員と丁寧に話し合い、お互いの信頼関
係を構築しながら組織全体を動かしていく。組織
の一体感を醸成するためには欠かせないプロセス
でした。

経営品質向上への取り組みでは、栃木県経営品
質賞への挑戦を通じて、組織運営の標準化と効率
化を図りました。その結果開倫塾は、2002年に
「栃木県経営品質知事賞」、さらに2009年には、
「ハイサービス日本300選」にも選ばれました。
アセッサー（審査員）の資格を取得し、客観的な
視点で自社の経営状況を分析する能力を身につけ
たことは、後の日本語学校設立においても大いに
活用されました。

社会貢献活動の展開

高尾さんの活動はさらに幅広い社会貢献活動に
も及びます。教育研究所を設立し、社会教育・学
校教育・家庭教育を包括した活動を展開しました。
特に印象深かったのは、栃木刑務所での教育プロ
グラム開発。法務省の規定変更により民間人によ
る教育が可能になったタイミングで、この画期的
な取り組みがスタートしました。

刑務所での教育活動は、高尾さんにとって人間関
係の本質を学ぶ貴重な機会になったと言います。
受刑者たちは普段は番号で呼ばれていましたが、
教育プログラムの場では名前で呼ばれます。
「こんなに勉強が楽しいと思わなかった」「こう
いう出会いがあったらここに来なかったかもしれ

開倫日本語学校
元事務局長
高尾初江さん

足利を拠点とする開倫塾（東京・栃木・群馬・埼玉県で展開）で、
数々の核心的な取り組みを牽引してきた高尾さん。その人生はまさ
に「ゼロからの創造」の連続でした。小学校の教諭から始まり、塾
の経営幹部、そして日本語学校の設立まで。
その道のりは、私たちにどんな気づきを与えてくれるのでしょうか。

メビウス
リポート 「この人に会いたい」

メビウス会員のご紹介



ない」という言葉は、教育の持つ力を改めて実
感させられるものでした。
この活動は今も継続され、150人以上の受刑者
の教育に関わりました。現在でも高校卒業資格
取得のサポートを続けており、出所前のカウン
セリングも行っています。このような継続的な

関わりは、単なる教育の枠を超え、人間的な絆
の構築につながっています。

開倫ユネスコ協会の立ち上げも、高尾さんの
社会貢献活動の重要な柱でした。自身のユネス
コの体験や、日本ユネスコ協会連盟の多くの関
係者からの助言や支援も得ながら設立に至りま
した。その後、文部大臣から任命され、日本ユ

ネスコ国内委員会委員の一人として3年間の任
期で、主に国際的な取り組みであるSDGsの日本
国内での推進を図ってきました。

最大のプロジェクト 日本語学校設立

高尾さんのキャリアの集大成ともいえるのが、
日本語学校の設立です。少子高齢化と多文化共
生の時代を見据えた戦略的な判断により、この
プロジェクトが始動しました。しかし、その道
のりは想像を絶する困難の連続でした。

2016年頃から日本語学校の規制が大幅に強化
され、設立のハードルは格段に高くなっていま
した。当時、社会問題になった偽造申請や留学
生の逃亡問題などを受けて、文部科学省、法務

省、出入国在留管理庁の三つの官庁による厳格
な審査が導入されたのです。申請書類だけでも
膨大な量に上り、その立証資料はさらに詳細を
極めました。提出資料は、学校の理念から具体
的な授業計画、教員の資格、学校設立申請書・
立証資料・運営マニュアルなどで、A4で1600
ページ余りになったと言います。

開校初年度の入学者はたったの1名という厳し
いスタートでしたが、徐々に信頼を築き上げ、
学生数を増やすことができました。今では120名
余りとなりました。この成功の背景には、単な
る日本語教育にとどまらない総合的な教育プロ
グラムの構築がありました。日本の伝統文化の

学習、地域との交流、進路指導まで、学生の人
生設計を支援する包括的なサポート体制を整備
しました。

多文化共生社会への架け橋

学生募集は、スタッフ全員がそれぞれ現地に
出向き行いました。自分たちの想いを自分たち

で伝える。やがて10か国以上から学生が集まる
ようになりました。学生たちは、それぞれ異な

る文化的背景を持ち、宗教的な制約もあり、神
社仏閣への見学一つとっても、宗教上の配慮が
必要です。多文化共生社会ではお互いの文化を

理解することが欠かせません。
集まった学生たちの多くは、母国では高等教
育を受けた人たちが主で、ある程度の経済力を
持つ家庭の出身者でないと願書を提出すること
はできません。彼らが日本を選ぶ理由は多様で

すが、共通しているのは真剣な学習意欲と将来
への強い意志です。

コロナ禍による入国制限で学生が来日できな
い期間には、地域の外国人住民や企業で働く外
国人への出張授業などで、困難な時期を乗り越
えました。その取り組みはNHKで放送されるな
ど、社会的にも注目を集めました。

卒業生の多く
は専門学校や
短期大学に進学
し、IT、自動車
整備、介護など
の分野で専門の
知識や技術を習
得しています。その後、日本企業への就職を希
望する学生も多く、真の意味での国際人材育成
に貢献していることを実感しています。

次世代へ伝えたい 経験の継承

高尾さんは、ご自身の人生を振り返り「人と
人の信頼関係」の大切さをあげられました。刑

務所での教育活動で学んだ人間の尊厳の大切さ、
組織運営で実践した協働の精神、国際教育で体
験した多様性の受容など、これらすべての経験
は、人と人とのつながりに根ざしたものであり、
信頼関係の構築や常に学び続ける姿勢こそが高
尾さんの人生を支える礎だったと言います。

高尾さんの人生は、時代の変化に柔軟に対応
しながら、常に新たな挑戦を重ねてきた一人の
女性の軌跡です。教育をはじめ創造と挑戦、企
画運営、そして国際教育の分野まで。専門性を

磨きながらも領域を越えて挑
戦し続けた姿勢は、私たちが
自分の可能性を広げるうえで、
具体的なヒントを与えてくれ
ます。

インタビュー・文
メビウス事務局長 伊藤広美



日本の近代建築を支えた石材・大谷石。そして、日本有数の避暑地として名を馳せる
那須高原。初秋の一日、地元・栃木県の歴史と今を見つめ直す旅へ出かけました。

最初に目指したのは、大谷石資料館。資料館が近づくにつれ、車窓からは、
かつての採掘の痕跡を残す石山が見えてきました。削られた岩肌が露わになり、
どこか底知れぬ怖さを感じます。人の手によって削られた風景は、自然とも人
工ともつかない異様な存在感を放っていました。

資料館は、宇都宮市大谷町にある旧採石場跡を活用した施設です。切り立った
石壁があちこちに見える階段を下ると、ひんやりとした空気に包まれ、高さ30
メートルを超える巨大な石壁が姿を現します。まるで地下神殿に迷い込んだか
のような広さと迫力に、ただただ圧倒されました。

ここで切り出された大谷石は、明治から昭和にかけて、学校や銀行、教会など
の近代建築に数多く使われました。フランク・ロイド・ライトが設計した帝国
ホテル旧館にも採用され、栃木の石は日本の近代化に貢献しました。
柔らかな質感と加工のしやすさが評価され、建築家たちに愛されました。
風雨に弱く、現存する建物は少なくなりましたが、大谷石は確かに都市を築き、
人々の暮らしを豊かにしました。

現在では、資料館の切り立った石壁に囲まれた地下空間で、コンサートや美術
展、車の展示会などが開催されています。静寂と荘厳さが共存するこの場所は、
過去と現在が交差する特別な空間です。

かつての採掘 石山

地下神殿のような巨大な空間

栃木の石が近代化を支えた ― 大谷石資料館

黒柳徹子さんが着用した数々のドレス

各国の観光地を
盛り込んだドレス→

一粒のビーズに想いを込めて ― 田川啓二美術館

次に足を運んだのは、那須高原の静かな森に佇む田川啓二美術館。
2023年4月に開館したこの美術館は、世界で活躍するオートクチュー
ルビーズ刺繍デザイナー・田川啓二氏の作品を中心に展示しています。
当日は、美術館スタッフの方に、メビウスの活動を簡単にご紹介させ
ていただきました。

「オートクチュール刺繍」は、大きく3つの要素で成り立っているそ
うです。1つ目は、丸ビーズや竹ビーズをはじめ、スパンコール、さ
らに糸やクリスタル、金モールなど、さまざまな材料を組み合わせること。
2つ目は、フランス刺繍だけでなく、クロスステッチ、パッチワーク、カット

ワークなど、さまざまなテクニックを取り入れ、オートクチュールデザイナー
の思いを形にします。特定の国にとらわれず、世界中の技術を融合させます。
3つ目は最も重要なポイントで、立体的に刺繍をすること。立体的に仕上げ

ることで光の反射が複雑になり、動くたびに美しく輝きます。

館内には、繊細なビーズで彩られたドレスやタペストリーが並び、光を受けて
きらめくその姿は、まさに荘厳の一言。現在は、2026年3月末までの予定で、
女優・黒柳徹子さんがテレビで着用されたドレスの特別展示も行われています。
田川氏は、流行や市場の評価に左右されることなく、

メビウス事務局長 伊藤広美

メビウス
リポート

メビウスが行ってきました



ー 訪問を終えて ー

大谷石資料館では、近代建築を支えた栃木の歴史の一端に触れ、改めてその重みを感じました。
そして、田川啓二氏と藤城清治氏、それぞれの美術館を訪れて心に残ったのは、流行に左右されること
なく、自らの表現を貫く姿勢の尊さです。
信じた道を諦めずに歩み続けること――それこそが、人の心を動かし、世界に影響を与える力になるの
だと、深く実感しました。

これから、静かな季節がやってきます。雄大な自然と、人が築き上げた芸術をゆっくりと味わう地元旅
へ、ぜひ出かけてみませんか。

キャラクターがお出迎え

購入したポストカード

カフェのおしぼりにも登場
（先代ラビー）

売店で購入した
ビーズのポーチ

光と影を追いかけて ― 藤城清治美術館

「オートクチュールビーズ刺繍」で表現するという独自の道を貫き続けてきま
した。煌びやかなビーズの世界。静かな森の中で、一針一針に込められた情熱
と美意識に触れるこの体験は、心がほどけていくような豊かで贅沢なひとときで
した。
メビウス会員の皆様にも、ぜひ一度足を運んでいただきたい場所です。

旅の最後に訪れたのは、影絵作家・藤城清治氏の美術館。駐車場から美術
館へと続く森の小径には、チャペルが佇み、藤城氏がデザインしたステン
ドグラスが光を受けて色鮮やかに輝いています。
藤城氏お気に入りのキャラクターたちに導かれながら、美術館へと足を進
めます。受付ではお忙しいところを副館長の深谷智枝美さんにご対応いた
だきました。藤城氏は慶應義塾大学経済学部在学中、19歳で学徒動員に駆
り出されました。終戦後に復学し、影絵人形の存在を知ったことが転機と
なります。物資が乏しい中でも、廃材を使って人々を楽しませる表現がで
きる——その可能性に気づいた藤城氏は、影絵の世界に魅了されていきまし
た。

繊細に切り抜かれた影と、光を透かす色彩が織りなす作品は、観る者を鮮
やかな物語の世界へと誘います。こびと、動物、ケロヨンなど、藤城氏の
描く優しい主人公たちが生き生きと登場。藤城家代々の猫たちも、くるん
としたしっぽやいたずらっぽい目元で、まるで物語から飛び出してきたか
のような愛らしさを見せてくれます。空を飛んだり、月の上で踊ったりと、

自由気ままに生きるその姿は、心を和ませてくれます。
藤城氏の名前を知らなくても、その影絵の主人公たちは、誰もが一度は目
にしたことがあるはず。かつての愛猫「ラビー」は、美術館のカフェのお
しぼりにも登場しています。

今年で101歳を迎えられた藤城氏。私たちが訪れた数日後には、宇都宮東武
百貨店にてサイン会が予定されており、現在でも精力的に活躍されていま
す。戦後間もなくから影絵一筋に幻想的な世界を描き続けてきたその作品
に、近年では、原爆ドームや東日本大震災で津波被害を受けた建物なども
登場し、平和への願いや命への深い祈りが色濃く表現されるようになりま
した。
現代社会が抱えるさまざまな課題に対し、藤城氏の影絵が問いかけ、人々
の心を動かし、世界を変える力となることを、心から願っています。

田川啓二美術館
栃木県那須郡那須町高久丙1790-20

一般財団法人 藤城清治美術館 那須高原
栃木県那須郡那須町湯本203



Ｎさんの場合「心身ともにリフレッシュし綺麗になってお帰りいただく」という心がけは企業
理念であり、社員（スタッフ）の皆さんとともに実践することは、まさにウェルビーイング経営
そのものといえるでしょう。

ここで大切なことは、あらためてスタッフの視点でWell-beingを考えてみるということです。そ
の時のポイントは組織における『心理的安全性』の確保ということです。

心理的安全性が高い組織とは『職場内のそれぞれのメンバーが（御社でいえば経営者もス
タッフも）、自分の意見や考えを自由に表現し、ミスや不確実性を受け入れることができる状
態』にあるということです。あまり難しく考えず、経営者サイドからの一方的な意思疎通が多く
なかったか、スタッフの一人ひとりに同じように目を向けていたか、伸び伸びと仕事ができそれ
が成長につながる機会を作っていたかなどをご自身で振返ってみることをお勧めします。

例えばスタッフとの１to１のミーティングの実施、スタッフとの食事会の設営など、簡単に
出来そうなことから始めてはいかがでしょう。

Well-being経営には、強いリーダーシップだけでなく対話型の企業文化の醸成も必要です。そ
れは、使い古された言葉かもしれませんが『風通しの良い明るい職場』から始まるというのが私
の考えです。

私の美容室では、来店されたお客様には「心身ともにリフレッシュし綺麗になって
お帰りいただく」ように心がけ、またスタッフにもこの考え方を徹底させてきました。

美容業界を取り巻く経営環境が年々厳しくなる中、どの様な取組みを行なったらい
いのでしょうか？

小野訓啓氏

経営コンサルタント（日本生産性本部認定）
消費生活アドバイザー
（内閣総理大臣及び経済産業大臣事業認定資格）

栃木県内の地方銀行役員や宇都宮大学客員教授を経て、
現在は宇都宮市内に本社のある上場企業の社外取締役を務める。

教えて
メビウス

厚生労働省の調査によれば、ここ数年美容業室の数は増え続けており、業界としては益々
競争も激化し、高齢者のお客様の確保、リピート率の向上、人材の確保・定着率の向上、新
たな技術の取得や新たなサービスの提供など課題も多く、この課題解決をウェルビーイング
経営の実践のなかで対応していくことが重要だと考えます。

Well-being（ウェルビーイング）とは身体的・精神的・社会的にも「良い状態」のこと
をいいます。企業経営においては、会社も社員もお客様もこの「良い状態」であることを目
指していこうというものです。

教えてメビウス
皆さんからのちょっとした に
お答えします！

？



会員からの

お知らせ

30年くらい前、会社のご褒美旅行で行った赤坂見附で、初めて「現代ガレ・アートコレクション」に出
合いました。その煌びやかさに魅せられ、それ以来上京するたびに赤坂見附のお店に立ち寄っていました。
店長とも親しくなり、その後、自分の事務所敷地内（太田市新田町）に展示ができるサロンを建て、記念
行事の際は大好きなガレのランプをお借りし展示をしています。
群馬という地方にいても、皆様に本物に触れていただきたくて毎年暮れにサロンでランプ展を開催して

きました。お陰さまでランプファンも沢山増えました。
コロナ等で一時休止していましたが、去年からまたランプ展を再開しています。

6月には新しい出会いを求めてビエント高崎で開催しました。
今回は桐生市の古民家再生プロジェクトの会場をお借りして12月に開催します。
一人でも多くの方に本物を見て感動していただければ嬉しいです。
全て手作りの世界でオンリーワン。
5ワット、10 ワットのエコで煌びやかな世界。

「ガレ展に来て良かった」そんな感動の言葉が私の原動力になっています。
ぜひ、お出かけください。

メビウス会員 岡本香代子さんより ご案内

「現代ガレ・アートコレクション展」

主催：ルーマニア貿易振興会 Ｃ.Ｐ.Ｉco.,Ltd．
共催：スマイルサロン 岡本香代子
後援：ルーマニア大使館

とき：2025年12月5日（金）～12月7日（日）
11：00～20：00（最終日 17：00）

場所：四辻の齋嘉（よつじのさいか）

桐生市東久方町2丁目1-45
TEL：0277-46-6916

●入場無料

直接お越しください

お問い合わせは
090-8728-7408（岡本さん）まで

※皆さんへのお知らせは、メビウス事務局までどしどしお寄せください！！

～煌めく、ときめく現代ガレの祭典 in 桐生」～

・サンダースペリー化粧品 サンダーススマイル
・群馬県環境アドバイザー

岡本香代子さん
・・・岡本さんから メッセージ・・・



おしゃべり

れいくんのお手伝いキッチン

① さつまいもは、中くらいの大きさ2本を用意

② 皮をよく洗い、1㎝厚さの輪切りにするよ。 ← 慎重に！気をつけて

③ 水を入れたボールに10分くらいつけて、アクを抜く。

④ 水気を切り、ラップをふんわりとかけて600Wで5分レンチン

⑤ 余分な水気を切り、フライパンにサラダ油をひき、こんがりと焼き色をつける。

⑥ 全面にこんがりと焼き色が付いたら、砂糖・みりん各大さじ2、酢・醤油各小さじ1を

加え煮ながらからめる。

⑦ よくからめて、泡が出なくなったらできあがり！

シンプルだけど。みんな大好き 大学いも

れいくん、上達したね！

油で揚げないから
安全、ヘルシーだよ

LINE
公式アカウント

LINEから情報をお届けします

LINE登録された方は、お名前をLINEで送信してください。
（アカウント名では、どなたからのLINEか分からないため）

LINE登録
まだの方はお急ぎください！

LINE公式


